
第
67
回 

   

今
年
、
第
67
回
を
迎
え
る
『
筆

ま
つ
り
』
は
新
実
行
委
員
長
丹
羽

宏
さ
ん
の
も
と
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ

ン
ト
を
用
意
し
て
皆
様
を
お
迎
え

し
ま
す
。 

『
今
年
は
よ
り
町
民
の
方
々
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
広
場
や
イ
ベ
ン
ト
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
筆
ま

つ
り
を
通
し
て
熊
野
筆
を
全
国
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
、
た
く
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。』と

丹
羽
実
行
委
員
長
。 

今
年
の
筆
ま
つ
り
に
は
歴
代
の

大
作
席
書
の
先
生
方
の
作
品
が
石

碑
と
し
て
筆
の
里
工
房
の
坂
面
大

池
の
周
辺
に
お
目
見
え
し
ま
す
。 

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

  

筆
ま
つ
り
は
日
本
三
筆
の
ひ

と
り
嵯
峨
天
皇
を
し
の
ぶ
と
と
も

に
、
筆
作
り
の
先
駆
者
、
乙
丸
常

太
・
井
上
治
平
ら
に
感
謝
を
込
め
、

筆
産
業
の
発
展
を
祈
っ
て
昭
和

10
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。 

   

筆

ま

つ

り

前

夜

祭 

９
月

22
日

( 日)  
午
後
６
時
～ 

熊
野
町
神
楽
保
存
会
と
高
宮
町

佐
々
部
神
楽
団
の
共
演
に
よ
る
、

美
し
く
も
激
し
く
舞
う
姿
は
圧
巻

で
す
。 

◇
と
こ
ろ 

榊
山
神
社 
◇
入
場
料 

無
料 

          

筆

ま

つ

り 

９
月

23
日

( 祝) 

午
前

１０
時
～
午
後
５
時 

 

■
筆
の
市 

終
日
実
施 

毛
筆
は
も
ち
ろ
ん
、
画
筆
、
化

粧
筆
、日
本
画
筆
、デ
ザ
イ
ン
筆
、

特
殊
筆
を
年
に
一
度
の
特
別
価
格

で
ご
奉
仕
す
る
感
謝
の
市
で
す
。 

   

■
筆
供
養 

終
日
実
施 

筆
の
都
熊
野
町
で
産
声
を
あ
げ
、

全
国
の
愛
好
家
の
も
と
で
活
躍
し

役
割
を
終
え
た
筆
は
熊
野
町
へ
再

び
帰
り
筆
塚
の
あ
る
榊
山
神
社
境

内
で
永
代
供
養
さ
れ
ま
す
。
使
わ

な
く
な
っ
た
筆
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。 

          

■
大
作
席
書
午
前

１１
時
～ 

メ

イ

ン

ゲ

ス

ト

は

午

後

２

時

半

頃

か

ら

 

メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
の
書
道
家
・
岸

本
太
郎
先
生（
毎
日
書
道
会
理
事
、

奎
星
会
理
事
長
）
に
よ
る
約
２０
畳

分
の
特
殊
布
へ
の
シ
ン
ボ
ル
作
品

揮
毫
を
は
じ
め
、
地
元
学
生
（
熊

野
高
校
書
道
部
）
に
よ
る
様
々
な

作
品
揮
毫
は
圧
巻
で
す
。 

■
野
外
ギ
ャ
ラ
リ
ー

 

終
日
実

施 

最
大
13.5
ｍ
の
ワ
イ
ド
な
書
作

品
を
は
じ
め
、
町
内
ゆ
か
り
の
書

家
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
画
家
な
ど
に

よ
る
作
品
を
屋
外
に
展
示
し
て
い

ま
す
。 

 ■
ち
び
っ
子
ギ
ャ
ラ
リ
ー

 

終
日
実

施 

町
内
の
園
児
の
作
品
を
集
め
た

絵
画
展
。
ち
び
っ
子
た
ち
の
力
作

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

■
１
万
本
の
筆
通
り

 

終
日
実

施 

神
社
参
道
の
両
側
に
吊
り
下
げ

ら
れ
た
１
万
本
の
筆
は
圧
巻
で
す
。 

             

 
（
昨
年
の
大
作
席
書
の
模
様
） 

■
野
点 

 
 
 

終
日
実
施 

 

満
開
の
彼
岸
花
に
か
こ
ま
れ
て

本
格
的
な
野
点
で
す
。
見
物
に
つ

か
れ
た
ら
、
こ
ち
ら
で
ご
休
け
い

く
だ
さ
い
。 

 

■
ハ
ン
ズ
ク
ラ
フ
ト

 

終
日
実

施 

水
墨
画
、
絵
手
紙
な
ど
の
日
本

文
化
を
あ
な
た
の
手
で
。
覚
え
て

身
に
つ
け
、
芸
術
家
へ
の
道
（
要

体
験
料
）。 

ア
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
ア

マ
チ
ュ
ア
芸
術
家
の
作
品
も
販
売

し
て
い
ま
す
。 

 ■
競
書
大
会 

終

日

実

施 

●
受
付
午
前

10
時
～ 

参
加
料

500
円
・
先
着

400
名 

自
由
参
加
の
小
中
学
生
が
掛
け

軸
作
り
に
挑
戦
！ 

          

◎小雨決行ですが会場を変更する

場合があります。 

・総合案内所・筆の市・ハンズ 

クラフト・大作席書 

→熊野中学校体育館

・競書大会→熊野中学校武道館 

・野点→榊山神社榊山苑 

～

21
世
紀
へ
受
け
継
い
だ
日
本
の
文
化
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
～ 



                              

                              

■
彼
岸
船 

彼
岸
船
が
町
内
を
練
り
歩
き
ま

す
。
ま
つ
り
会
場
到
着
の
後
、
午

後
１
時
半
頃
か
ら
盛
大
に
「
も
ち

ま
き
」
を
行
い
ま
す
。
お
楽
し
み

に
！ 

 

■
筆
踊
り 
 

午
後
２
時
頃 

彼
岸
船
が
ま
つ
り
会
場
に
到
着

し
た
あ
と
、
船
を
中
心
と
し
て
筆

踊
り
を
踊
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
一
緒
に
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

練
習
会
も
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は

実
行
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

  

交

通

規

制

の

ご

案

内 

自
動
車
・
一
般
車
両
は
通
り
抜

け
出
来
ま
せ
ん
。 
◇
と 
き 

９
月
23
日
(祝) 

午
前
７
時
～
午
後
６
時 

◇
と
こ
ろ 
原
田
酒
店
～
五
大
洲 

※
一
部
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

筆
ま
つ
り
開
催
に
ご
理
解
と
ご

協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

  
熊
野
中
学
校
グ
ラ
ン
ド 

特
別
イ
ベ
ン
ト 

 

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
広
場 

終
日 

町
内
の
様
々
な
団
体
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
で
す
。
バ
ン
ド
あ
り
、
空

手
あ
り
、
パ
ラ
パ
ラ
あ
り
、
皆
さ

ん
も
大
い
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。 

■
屋
台
村 

 
 
 
 
 

終
日 

楽
し
ん
だ
後
は
、
お
な
か
が
ぺ

こ
ぺ
こ
。
た
く
さ
ん
の
屋
台
が
あ

な
た
の
食
欲
に
応
え
ま
す
。 

                   

 
 

筆
の
里
工
房 

■
八
代
亜
紀
絵
画
展 

～
筆
の
調
べ
に
の
せ
て
～ 

■
文
房
四
宝
展 

～
筆
墨
硯
紙
の
産
地
の
競
演
～ 

午
前
９
時
半
～
午
後
５
時
ま
で

 

（
展
示
期
間
、
24
日
(日)
ま
で
） 

 

お

問

合

せ

 

筆
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局 

（
熊
野
町
商
工
会
内
） 

℡
854
―
０
２
１
６ 

筆
ま
つ
り
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://www.kyosai.or.jp/~kumano
/
  

 

九
代
目
ふ
で
娘
決
定
！ 

 

 

九
代
ふ
で
娘
に
多
賀
谷
恵
美
さ

ん
（
二
十
歳
・
学
生
）
中
村
玲
美

さ
ん
（
十
九
歳
・
学
生
）
に
決
定

し
ま
し
た
。 

二
人
は
こ
れ
か
ら
２
年
間
、
筆

ま
つ
り
を
は
じ
め
『
筆
の
都
熊
野

町
』
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
た
め
に
町
内

外
で
活
躍
し
ま
す
。 

  多賀谷恵美さん 中村玲美さん 


